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１１  実実習習校校ににつついいてて  

（（１１））学学校校名名  

A高等学校（刈谷市） 

（（２２））学学校校のの概概要要  

[[学学校校のの規規模模]]  

  全校生徒数：５０９名 

  学級数：１年   ４学級 

２・３年 ５学級   計１４学級 

（令和３年５月現在） 

２２  研研究究動動機機とと主主題題設設定定ままでで  

平成３０年告示の高等学校学習指導要領解説

数学編・理数編において、数学科の目標は次の

ように述べられている。 

 このように、数学科における目標達成のために

数学的活動を行うとされているが、この数学的

活動を行う際にも「数学的な見方・考え方」を

働かせることが前提となっている。私はこのこ

とから、数学科において主体的・対話的で深い

学びを実現するためにはまず生徒が数学的な見

方・考え方をできることが重要だと捉えた。数

学的な見方・考え方のより具体的な内容につい

ても、学習指導要領解説に述べられている。数

学的な見方とは、事象を数量や図形及びそれら

の関係についての概念等に着目してその特徴や

本質を捉えること」であり、数学的な考え方と

は「目的に応じて数、式、図、表、グラフ等を

活用しつつ、論理的に考え、問題解決の過程を

振り返るなどして既習の知識及び技能を関連付

けながら、統合的・発展的に考えたり、体系的

に考えたりすること」であるとされる。したが

って、授業を構成する際には、構成した授業を

実際に行ったとき、生徒が数学的な見方・考え

方を働かせるような内容になっているのかどう

かを考えることが重要であると考えられる。 

    私は教師力向上実習Ⅰの時点では明確に課題

設定ができておらず、大きく「発問」について

というテーマしか決めていなかった。しかし、 

  

実習Ⅰでの研究授業の反省から、数学的な見

方・考え方を働かせるような授業にする構成と

はどのようにすれば良いのか疑問に持つように

なり、教師力向上実習Ⅱからは、数学的な見

方・考え方を働かせる授業を発問の視点から構

成、さらに省察していきたいという課題テーマ

を持つことに決めた。そこで本報告書では、教

師力向上実習Ⅰ〜Ⅲまでに行なった授業実践の

報告に加えて、発問に着目した授業省察を通し

て、私が教師としてどのような経験知を得るこ

とができたかをまとめた。また、今後の課題を

述べ、これから教員として現場に出ていく際

に、今回の実習で得た学びをどのように活かし

ていきたいかをまとめていく。 

３３  教教師師力力向向上上実実習習ⅠⅠででのの実実践践内内容容とと得得たた学学びび  

（（１１））実実戦戦をを行行っったたククララススとと生生徒徒のの実実態態  

  教師力向上実習Ⅰでは２年生の理系クラスに

て、研究授業を行った。生徒の理解度について

は、机間指導において生徒のノートの取り方で

ある程度把握ができるということがわかった。

例えば、理解の遅れている生徒の多くは計算問

題の場合は途中式を書かずに暗算等で答えのみ

を記入していたり、グラフを用いた関数の問題

や図形を用いたベクトルの問題では図を書かず

にずっと考えていたりと、頭の中だけで問題処

理を行おうとする傾向があることがわかった。

そこで、途中式を書いて落ち着いて考えるよう

に伝えたり、問題文を一文ずつしっかり読んで

実際に図に書くように伝えたりすると、何人か

の生徒はそこから理解が追いつくようになった

ので、式や図をしっかり書くという問題解決過

程の視覚化は十分に効果があることがわかって

いた。しかし教科の先生方と何度か話をする機

会があったが、実際に授業内で途中式や図を書

くことの大切さを伝えるようにしていても、全

員には伝わりきらないという現状があるようだ

った。 

（（２２））授授業業のの内内容容  

  私は数学Ⅱの対数の単元を授業で担当した。

研究授業までの数回の授業で累乗根について、

更に対数の定義やその性質について学習してい

き、研究授業では「星の等級と対数の関係」に

数数学学的的なな見見方方・・考考ええ方方をを働働かかせせるるたためめのの授授業業構構成成とと省省察察  

――発発問問にに着着目目ししてて――  

 数数学学的的なな見見方方・・考考ええ方方を働かせ、数学的活

動を通して、数学的に考える資質・能力を次

のとおり育成することを目指す。 

（１）・・・（以下略） 
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ついて取り上げ、授業を行った。メインとなる

問題は「１等級の星の明るさが６等級の星の明

るさの１００倍であるとき、等級が１変化した

ときの明るさは何倍変化するか。ただし、各等

級間での明るさの変化はすべて等倍であるとす

る」という対数を用いた文章題である。事前に

対数に関する式変形の知識は学習している状態

であったので、生徒が自ら答えにたどり着ける

ような発問をしようと考え、「段階的にヒントを

与えながら問題に取り組む」という授業方法を

実践した。今回の授業の場合は、「立式を行う→

底をとる→式変形を行う→値の算出を行う」と

いう問題解決までの過程を段階に分けて発問を

繰り返していき、各段階でペアワークを行うよ

うにした。問題を提示されただけでは解答の方

針が立たず、手つかずで終わってしまう生徒で

も、段階的に問題に取り組むことで理解しなが

ら答えまでたどり着けるように、という目的を

もって授業を実施した。事前に問題文をもとに

図を与えており、その後の具体的な発問とヒン

トは次のように行っていった。 

 

 以上のように発問と活動を繰り返すように授業

展開を行っていき、生徒の様子を観察した。結

果として生徒を混乱させてしまうような場面が

出てきてしまい、成功とはいいがたい授業にな

ってしまったが、今の自分に何が足りないかと

いう課題がはっきり見えた研究授業であった。 

（（３３））反反省省とと教教師師力力向向上上実実習習ⅡⅡへへのの課課題題  

今回の研究授業において良かった点はまず細

かく段階的に発問を行ったことによって、ほと

んどの生徒が自分なりに考えた解答をプリント

に記入していた。発問①でも立式が異なる生徒

がいたが、机間指導で支援ができた。また、発

問②においては生徒によって底の取り方がたく

さん出てくることを事前に予想し、机間指導を

通して底の取り方によってどのように式変形が

続くかを余すことなく補足説明ができた。 

私が研究授業内でうまくいかなかった部分

は、主に発問③以降の展開である。前の時間に

学習した対数の式変形という知識を用いて、生

徒たちも式変形を行っていくのだが、生徒たち

が現時点で学んでいる知識だけでは、 𝑟𝑟 の具体 

的な値を出すことはできない。この後に常用対

数表という新たな知識を得て初めて具体的な値

を出すことができる。また、累乗根について既

に学習しているので、一部の生徒は「５乗根の

１００が答えではないのか」と考えていた。具

体的な値を出すことはできないし、累乗根とい

う知識がある生徒にとって、今回の発問③以降

の活動に意味は見いだせない上に、結果として

全体的に式変形をするだけという機械的な活動

になってしまったように感じられる。既習の知

識を使うことはできても、そこから発展的に考

えるための声掛けが足りなかった点が大きな反

省点の一つであった。今回の授業の目標を「数

学に関する新たな知識を既存の知識と結びつけ

ながら理解できる」としていたが、既存の知識

である累乗根と新たな知識である常用対数表を

結び付けるための発問が不足していた。つまり

生徒にとって新たな知識を得ることの「有用性

や利便性」を感じさせるような発問や声かけが

重要になると考えた。改善点としては、今回の

授業実践の場合では、常用対数表が具体的な数

値算出のために便利な新たな知識だと実感させ

るために、式変形の活動の前に生徒に対して

「５乗根の１００とは具体的にどういう値なの

か」と発問することで、具体的に値を出すこと

が難しいという「困り感・矛盾感」をあえて感

じさせる。その後に新しい知識として常用対数

表を紹介できていれば、累乗根では具体的にわ

からなかった値がより正確にわかるようになる

というように、有用性を実感させながら体系的

な理解に繋げられると考えられる。 

 これらの体験から、私には授業内で設定した

Ｔ：図からどのような式が立てられるか、考

えてみましょう。－① 

𝑟𝑟� � 100 
 

Ｔ：今回は 𝑟𝑟 を求めたいので、対数を使い

ます。どのように底をとれば良さそう

ですか。－② 

log�� 𝑟𝑟� � log�� 100 
 

Ｔ：これまで学んだことを思い出して、 𝑟𝑟 
について解くことはできるでしょう

か。－③ 

5 log�� 𝑟𝑟 � 2 
log�� 𝑟𝑟 � 0.4 

 

↓ 

常用対数表による値の算出へ 
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目標を達成するための発問と活動の構成をより

詳細に考える力が必要であると考えた。実習前

まではテーマを「発問」と大きく設定していた

が、今後は「数学的な見方・考え方を働かせる

ための発問」として、実践と研究をしていきた

いと考えることとなった。また、発問だけに着

目するのではなく、どの順序でどのように発問

することで、生徒の思考や活動を支援していく

かというように、授業構成という視点で教師力

向上実習Ⅱに臨んだ。 

４４  教教師師力力向向上上実実習習ⅡⅡででのの実実践践内内容容とと得得たた学学びび  

（（１１））実実践践をを行行っったたククララススとと生生徒徒のの実実態態  

  教師力向上実習Ⅱでは、新年度となり実習で

担当した学年が変更したこともあり、また他の

科目でも実戦をしたいという思いから、１年生

のクラスで数学Ⅰの授業実践を行った。 

  実習Ⅱが開始された年度（令和３年度）から

１年生の学級数が４学級になり、また１学級４

０名から３０名へと変更され、１０名の違いで

も昨年度で実践した学級よりも少人数な印象が

強かった。生徒の実態としては、２年生とは違

ってまだ文理選択が決まっておらず、数学が好

きだという生徒も苦手だという生徒もいる。ま

た、３０名というこれまでより少ない生徒数で

あるからか、ペアワークやグループワークが比

較的活発に行われているという印象があった。 

個人活動やグループワークの指示があった際に 

もスムーズに活動に取り組み、活動に参加しな 

いというような生徒はほとんどいない。教師側 

が明確な意図をもって指示や支援を行うことが 

できれば、その意図を汲み取って積極的に行動 

に移すことができる雰囲気がある。逆に言って 

しまえば、教員としての指導の意図が曖昧であ 

ればあるほど、混乱しやすいとも考えられる。 

（（２２））授授業業のの内内容容とと構構成成のの意意図図  

    今回の実践では、数学Ⅰ「２次関数」の単元

内で授業実践を行った。実習Ⅰの反省から、ま

ずは２次関数の有用性を生徒に実感させるため

の教材や手立てを考えた。日頃の授業で二次関

数の式変形やグラフの扱いに関する力は生徒に

既にある程度身についていると感じていた。そ

こで今回は現実世界の問題と結びつけて関数の

有用性を実感させるために、リレーのバトンパ

スを関数で捉えるという活動を取り入れること

にした。また、本実践における数学的な見方・

考え方を働かせるとはどのような活動で、どの

ような声かけや発問を行うことで実現できるの

かに着目して授業構成を行い、授業後に省察を

行うという流れで実践を行った。具体的な発問

と授業の流れは次のように行った。 

  今回の授業ではグラフを動かして考察すると

いう活動を取り入れるために、iPadで関数を自

由に設定できるアプリ「desmos」を教具として

採用した。扱う問題をリレーのバトンパスとし

たのは、実践を行った日が７月で体育祭が近い

という時期であったので、生徒がより身近に関

数が扱えるという実感が持てると考えたからで

ある。この単元における数学的な見方・考え方

を働かせる活動とは、グラフの変化と現実での

状況の変化をグラフの特徴と関連づけながら考

察することと自分の中で明確化し、これらの活

動を生徒がスムーズに行うことを授業目標とし

て授業構成を行った。発問①では、陸上競技と

体育などでのリレーのバトンパスを比較しなが

ら、タイムをよくするための改善点を絞り込む

という意図を持って発問した。発問②では、１

次関数と２次関数の違いに着目しながら既習の

知識を使って関数の導出ができるかどうかの確

ⅠⅠ．．多多くくのの意意見見をを求求めめるる発発問問  

ⅡⅡ．．確確認認をを求求めめるる発発問問  

ⅢⅢ．．困困ららせせるる発発問問  

○リレー競技におけるバトンパスの重要性に 

ついて確認する。（映像資料） 

 

発問① 

「映像資料（陸上競技）のバトンパスと体育 

でのバトンパスを比較して違いはどこにあ 

りそうですか。」 

 

発問② 

「加速走を行っているAさんとBさんの時間 

と距離の関係を式に表してみましょう。」 

Aさん（バトンを渡す人） 

� � 8𝑥𝑥 
 

B さん（バトンをもらう人） 

� � 2𝑥𝑥� 
 

主発問 

「BさんはAさんから何m離れた位置からス

タートすれば良いでしょうか。」 

↓ 

○AさんとBさんの様子をグラフとして捉え 

ながら、iPadを用いてパラメータを動かし 

て考察する。（グループワーク） 

 

発問③ 

「グラフ同士が重なっているとき、どのよう 

な状況になっているでしょうか。」 

↓ 

意見交流とまとめ 

－222－



認という意図を持って発問した。発問③は本実

践で一番重要で、グラフと現実の状況を往還さ 

  

・アプリ「desmos」を用いたグラフ考察の様子 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業で用いたプリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せながら考察し、数学的な思考を促すという意 

図を持って発問した。 
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（（３３））反反省省とと教教師師力力向向上上実実習習ⅢⅢへへのの課課題題 

  研究授業の後、各発問の意図と実際の効果が

うまく噛み合っていたか、指導教員の先生方と

ともに反省・省察を行った。前回の実習よりも

反省の視点が明確になっていた分、次の実習へ

の課題がより明確になったように感じた。 

  まず実践の中でよかった点としては、発問③

の効果が少なからず見られたということであ

る。一番スムーズに、効率的なバトンパスがで

きるのはAさんのグラフ（� � 8𝑥𝑥）とBさんの

グラフ（� � 2𝑥𝑥�）のグラフが接するときであ

り、ほとんどのグループがその答えにはたどり

着いていた。しかし、理由がうまく説明できな

い生徒がかなり多かった。そこで発問③や机間

指導内での声かけによって、改めてグループ内

での考察が活発化し、グラフに応じた現実の状

況を考察することができていた。これは目標の

一つである「現実の問題を数学的に捉える」こ

とができていたように感じる。 

 ・机間指導内でのやりとりの一部 

  他にも、答えにたどり着けていないグループに

対しても、同様の発問を行うことで、現実での

状況を考えて答えを理解できていたグループも 

  あり、一定の効果が見られたように感じた。余

力のある生徒たちはグラフ同士の関数で方程式

を立てて、判別式と関連させながら問題を解く

者もおり、より体系的に考察を重ねている様子

も少数ではあるが見られた。 

    そして、反省すべき点から教師力向上実習Ⅲ

への課題がいくつか見つかった。１つ目は主発

問の曖昧さである。主発問は効率的なバトンパ

スのためにBさんがAさんから何メートル離れ

た位置からスタートすれば良いかというもので

あるが、私は効率的なバトンパスとは何かとい

う部分も生徒に考察させようと、わざと曖昧な

表現で発問していた。しかし、今回の授業の目

標で一番大きい部分はあくまでもグラフ同士の

位置関係から現実の走者同士の位置関係の考察

をするという数学的な見方・考え方を身につけ

るというものであったので、主発問自体はもっ

とシンプルに「BさんはAさんから何m離れた 

位置からスタートを切れば、最速の状態でバト

ンを受け取ることができるか」という発問にす

るべきだったと考える。生徒の自由な解釈が活

きる場面もあるが、今回の授業では生徒の混乱

の原因となってしまったように感じる。２つ目

は条件のきつさによる活動時間とその内容の制

限である。今回はAさんの速さ、Bさんの速さを

既に指定した状態で問題作成を行なったため、

答えが一つに絞られており、早く答えにたどり

着いた生徒にとっては退屈な時間ができてしま

う可能性も考えられる。今回の授業の目標がグ

ラフの考察という点から、条件を絞り込んだこ

とでグラフに集中できたという利点も考えられ

るのだが、何より条件説明のために教師側の説

明が長くなってしまい、活動の時間が想定より

短くなってしまった部分が大きな反省である。

わかりやすい状況設定も必要だが、生徒の考察

の活動を主体とした授業構成をするならば、あ

る程度問題条件に自由度を持たせて生徒の活動

に幅広さを持たせることが大切ではないかと考

えた。これらの反省から、教師力向上実習Ⅲで

は、活動時間と条件の自由度、加えて考察対象

を幅広くしていくという課題を持って授業構成

をしていった。 

５５  教教師師力力向向上上実実習習ⅢⅢででのの実実践践内内容容とと得得たた学学びび  

（（１１））実実践践をを行行っったたククララススとと生生徒徒のの実実態態  

    今年度最後の実習となる教師力向上実習Ⅲで

は、これまでに実践したことがない科目という

ことで、２年生の文系クラスで数学Bの研究授

業を行った。何度か他の科目で授業を行ってい

るクラスであり、事前調査の時点で数学に苦手

意識を持っている生徒が半数以上いることがわ

かっていた。また、数学に対する苦手意識から

か、教科書の練習問題に取り組む際にも、わか

らない問題があると問題文を見つめたまま考え

込んでしまうような生徒が多いという印象が強

い。特に数学Bでは試行錯誤して予想を立てる

Ｔ：どんなときが一番効率が良さそう？ 

 

生徒 A：グラフ同士が接するときです。 

 

生徒 B：多分そうだよね。 

 

Ｔ：接してないときはダメなの？ 
 

生徒 A：離れてたらバトンが渡せないから 

 

Ｔ：重なっているときは？ 

 

生徒 A：あれ、どうなってるんだっけ？ 

 

生徒 B：２回ぶつかってるからダメとか？ 

 

生徒 A：２回ぶつかるってなんだ？ 

・ 

・ 

・ 
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ような問題が多く、この手を動かして予想し、

結論立てていくという思考力は数学全体におい

て重要な力であると考え、思考力をテーマに授

業構成を行っていくことにした。 

（（２２））先先行行研研究究ににつついいてて  

    今回の実習の時点で「数学的な見方・考え方

を働かせるための、発問を視点とした授業構成

とその省察」という明確なテーマが決まってい 

 

 

・算数・数学の問題発見・解決の過程 

（文部科学省、２０１８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生徒の発展的思考や態度を促す授業モデル 

（黒田、２０２０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たので、発問に着目した授業構成を行った先行

研究について調べた。その中で、黒田（２０２  

０）の実践研究を参考にした。これは佐藤他

（２０１８）が開発したモデルプレートと呼ば

れる学習者の行動意識をまとめた表と、算数・

数学の問題発見・解決の過程（文部科学省、２

０１８）を参考に、「生徒の発展的思考や態度を

促す授業モデル」を新たに開発し、授業実践を

行っているものである。 
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（（３３））授授業業のの内内容容とと構構成成のの意意図図  

今回の授業実践では、扱っていた単元が数列 

で、等差数列、等比数列の和まで学習していた 

ので、これまでの学習内容を前述の授業モデル

を参考に位置づけしながら、「等差・等比以外 

の数列に触れる」授業実践をテーマにすること

にした。等差・等比数列についてはその性質や 

特徴も学習し、和も式として扱えるようになっ

ているので、授業モデルにおける構造的発展に

位置づけられるのではないかと考えた。そこか

らさらに発展させるとすれば、新たな数列に触

れることが新たな発展に繋がり、そこから新た

な問題解決にスパイラル状に繋がるのではない

かと考えた。また、手を動かして考察する活動

を促したいという思いから、「ハノイの塔の最 

短手数に関する問題」を教材として決定した。 

これはこれまでも数列、特に漸化式の単元でよ

く扱われる教材で、３本の杭のうち、片方の端

の杭に円盤が重なってできた塔を特定のルール

に沿って動かし、他の杭に移動させるパズルで

ある。この円盤の枚数に応じて、クリアまでの

最短手数が数列的に増加していくのだが、これ

が等差数列でも等比数列でもない生徒にとって

は新たな数列となる。今回の実践では、最短手

数について、実際にパズルを解きながら、また

円盤の枚数を変えながら考察するという内容で

次のような授業構成を行った。 

 また、６枚のときの最短手数は６３手と多い

ので、実際の活動では５枚まで、ルール説明の

段階で１、２枚の場合の最短手数は記入し、残

りをグループで活動、ホワイトボードでリアル

タイムに記入しながら考察を進めた。また、立

体のハノイの塔は杭に通す、取り出すの繰り返

しの操作で時間がかかり、思考の妨げが予想さ

れることから、平面にアレンジしたものを作成

し、スムーズに操作できるようにした。 

・授業で用いたプリント（一部） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・用いた教具（平面版ハノイの塔の円盤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・研究授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ハノイの塔のルールについて理解する 

↓ 

○円盤が３、４、５枚のときの最短手数の表 

を完成させる。（グループワーク） 

↓ 

主発問 

「完成した表からたくさんの決まりや関係を

見つけてみよう。」 

 

追発問 

「６枚のときの最短手数はどうなるか？」 

↓ 

まとめ 
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（（４４））反反省省 

  今回の授業実践は良いところも反省点もこれ

までの実習で一番深く掘り下げられたように感

じた。良かった点としてはまず教具を平面に再

現したことで活動が円滑に、かつ生徒同士が協

力的に進められていた。スムーズに操作ができ

ることで、最短手数を数える、動きを観察し確

かめる、表を記入するなど役割分担がうまくで

きなければ活動がうまく進まないため、自ずと 

生徒全員が積極的に活動に参加することができ

ていた。また、前回の反省を活かして、活動の

時間を多く取れるように、条件設定に自由度を

持たせられるように、円盤の枚数や、考察の対

象の表をあえて「枚数と最短手数の関係を見つ

けよう」という発問ではなく、「決まりを見つけ

よう」という広い発問にしたことで、生徒の思

考が絶えることなく活動が進められていた。ま

た、今回はパズルゲームであるので現実での有

用性に関連づけることは難しかったが、「最短で

クリアする」というゲーム的な目標を持つこと

で、生徒が興味を持ってハノイの塔に取り組ん

でいたように感じる。数学に苦手意識がある生

徒が多い中、実際に手を動かしながら表に記入

していき、次の枚数の最短手数も検算しながら

予想している様子も見られ、嬉しく感じた。こ

のように、これまでの実習の反省点をうまく活

かしながら、授業構成ができていたように感じ

る。 

・実際の表 

 

 

 

 

 

意見交流の際に見られた考察 

「最短手数を出すには２を枚数分累乗して１を

引くと導出できる。」 

「最短手数の隣同士の差をとると２の累乗にな

っているから次の最短手数も予想できる。」 

「前の最短手数を２倍して１を足すと次の枚数

の最短手数になる。」 

このように、事前の授業構想の際に考えられ

る関係性について予想立ててはいたが、漸化式

を学習する前という段階でも前の最短手数と次

の最短手数の関係という漸化式の基礎となる意

見や、一般項を導く式に気がついて７枚、８枚

の場合とどんどん予想を重ねるグループも見ら

れた。これは「枚数と最短手数の関係」と発問

せずに「決まりを見つけよう」と広い発問をす

ることができた効果だと感じている。 

 しかしながら、反省点も同様に授業内で多数

見られた。１つ目はグループへの対応の予想が

不十分であったことである。３枚、４枚、５枚

の場合の最短手数の表を記入する際、グループ

を巡りながら現在何手で記入しているかを教室

前のホワイトボードでリアルタイムに記入して

いたのだが、最短手数が実際よりも多く記入し

ているグループは他のグループの様子を見て実

践し、納得しながら表を作り直していた。しか

し実際の最短手数より少ない手数を記入してい

るグループへのうまい声かけが足りず、半ば強

引に話を進めてしまった場面があった。最短手

数より少ない手数は実現不可能であるので、そ

の場で実際に実演してもらうなどして、数え直

そうという気持ちにシフトさせるような声かけ

が必要であったように感じた。２つ目は数値計

算にこだわり過ぎてしまっていた部分である。 

今回の授業の目標は、「実際に手を動かして表を

完成させ、規則性に着目しながら予測をたてる

数学的な見方・考え方を働かせる」ことであっ

たのだが、せっかく教具を使って最短手数の考

察を行なっているにも関わらず、表から予想す

るという活動のみに囚われ過ぎていたように感

じた。実際、授業内でこのようなやりとりがあ

った。 

 ・机間巡視内でのやりとりの一部 

 このようなやりとりが見られた。生徒Cは比較

的数学が得意な生徒であり、漸化式の本質を捉

えてうまく説明できていた。しかし時間の都合

や表の数値にこだわってしまっていたため、こ

の発言を拾ってクラス全体に共有する時間を取

ることができなかった。他のグループの活動内

でも、数学が苦手だどいう生徒のうちの一人が

円盤の動かし方について一番に規則を見つけて

生徒A：なんとなく（最短手数を出すため

の）動きがわかってきたね。 

 

生徒 B：動きはわかるけど、なんで２倍して

１足すのかな。 

 

生徒 C：一番下の円盤無視したら前の場合の

最短手数で移動するから、 

 

生徒 B：確かに。 

 

生徒 C：一番下の円盤を移動して、あとはも

う一回移動するから前のやつ２回分

と＋１になるんじゃない？ 
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積極的に操作をしていた様子も見られた。この

ように数値から予想することも数学的な見方・

考え方を育てる上で重要であることは間違いな

いが、操作の規則性という漸化式の本質に繋が

るような発言も共有できるように、発問の内容

を「表の数値や操作方法に決まりはないか考え

てみよう」というような表のみにこだわらずよ

り多面的な視点から意見交流ができるような発

問にし、操作の決まりと表の数値の決まりと関

連づけるような授業展開ができたのではないか

と感じた。また、グループワークをうまく回し

ながら授業展開をすることの難しさを感じた。

これまでの実践では、反省点ではあるとはいえ 

 条件設定がされているので各グループの意見が

特定の方向性で固まっていたことが多かったの

だが、今回の実践は今までで一番意見の自由度

を持たせた発問であった分、各グループで話し

合っている内容や視点がバラバラであったこと

から、多くの意見交流ができていたというメリ

ットに対して、教師である自分がうまくまとめ

きれていなかった部分があり、悔しい反省点で

あった。まだ自分の経験が浅いのかもしれない

が、対策としては考えられる意見の予想はでき

ていたのでその意見に応じた声かけの方向性を

ある程度決めておくことが良いのではないかと

感じた。また、まだ時間管理が甘い部分がある

ので、同じ意見が連続すると予想される際は他

の意見を募るなど、時間を上手く使う手立ても

自分には必要であるなと感じた。 

６６  実実習習のの振振りり返返りりととままととめめ・・今今後後のの課課題題  

  教師力向上実習Ⅰ〜Ⅲを振り返ると、各実習

での反省を活かしながら次の実習へ臨みつつ、

より洗練された新たな課題を見つけていくこと

ができたように感じられた。数学的な見方・考

え方を働かせる授業構成を目標に実習に臨んで

きたが、教師力向上実習Ⅰでは主に「生徒が新

しい知識を学ぶ際や活動に臨む際には、その必

要性や有用性を実感させるような声かけが必要

である」こと、特に新しい知識を学ぶ際には、

これまでの知識だけでは足りないような、新し

い知識が必要になることを実感させるような

「困り感や矛盾感」を感じさせるような発問が

効果的であること、そして各単元において数学

的な見方・考え方を働かせるとはどのような活

動であるかを授業者である教師自身の中で明確

化していく必要があることを学んだ。教師力向

上実習Ⅱでは、単純な条件設定の下での問題設

定、その上でのグループワークでは意見交流を

行うことができても、答えが一本化されている

ので考え方に多様性が生まれづらいこと、加え

て条件設定が多いと生徒の活動時間を奪ってし

まいかねない。グループワークの良さは少人数

であることで生徒一人一人の意見が反映しやす

いことであるので意見交流を期待する際にはあ

る程度問題設定に自由度を持たせることが大切

であるということを学んだ。最後の教師力向上

実習Ⅲでは、自由度を持たせた問題に対して生

徒は本当に多様な考えができるということ、そ

の意見を潰してしまわないようにどのような意

見が予想されるかをかなり慎重に考えること、

多様な視点の意見が期待できるような発問にな

っているかを精査する必要があることを学ん

だ。 

 ・実習のまとめ 

改めてまとめてみると、当たり前のように感 

じてしまいそうになるが、約２年間の実習を通

して、今後現場の教師として授業していく際に

私自身が特に気をつけなければならない視点が

明確化できたことはとても大きな成果であると

感じている。これからも今回の実習の学びを活

かしてより有意義な授業構成を行い、実践と省

察を繰り返して絶えず学び続けられるような教

師でありたいと考えている。 

 今後の課題の１つに、単元単位での実践が挙

げられる。これまでの実習は各実習期間内で単

発的に研究授業を行うような形になってしまっ

ていたので、今回得た授業構成と省察の流れが

単元計画から実践して効果を得られるかを実践

していきたいと考えている。また、これまで行

なった実践の内容を単元計画に組み込むとする

ならばどのような活動ができるのか、またその

活動でどのような生徒の姿を目指していくのか

授業構成と省察の視点 

 

① 授業単元において「数学的な見方・考

え方を働かせる」とはどのような活動

であるかを具体的にする。 

② その活動を行うにあたり、生徒が学ぶ

ことの有用性や必要性を感じさせる声

かけや発問を取り入れる。 

③ 多様な意見を期待する際は、主発問が

問題に対する視点を増せているか精査

する（例：問題設定に自由度を持たせ

る、広い発問をする） 

④ グループワークを行わない場合でも、各

発問で生徒にどのような思考を期待し

ているのかを明確にする。（各発問に意

図を持つ） 
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を明確にしながらリアレンジした単元計画の作

成を行っていきたい。例えば教師力向上実習Ⅱ

の反省点は主に条件設定のきつさが挙げられて

いたが、その改善のために体育のリレーの授業

と連携して実際の生徒たちのタイムを参考にし

てバトンパスの考察を行い、実際にリレーのタ

イムをよくすることができるのかをまた体育の

授業で実践してみる、教師力向上実習Ⅲで扱っ

たハノイの塔から得られた予想が本当に成り立

つのか、どうして成り立つのかを漸化式の視点

から捉えるというように複数時間にわたってハ

ノイの塔を取り扱うなど、長期的な単元計画で

数学的な見方・考え方を働かせるような授業構

成に挑戦していきたいと考えている。 

 さらに、評価の方法についても考えていく必

要があると感じている。長期的な単元計画にな

るのであれば、数学的な見方・考え方を働かせ

て活動に臨んでいるかどうかの評価の方法も明

確化していく必要があると考えている。評価に

ついてはまだまだ自分の経験が浅いと感じてい

るので、現場に出た際も先生方のいろいろな意

見を参考にしながら自分なりの型のようなもの

を見つけていきたい。 

 大学院入学当初は「発問」というかなり広い

テーマで研究を進めようとしていたが、少しず

つ授業構成と発問を関連づけて実践と省察を進

めてきた。その中で言葉のちょっとした言い回

し一つで生徒が受ける印象がガラリと変わって

しまうことがあるのだと実感し続けた２年間で

あったように感じる。実習中、何度も現職の先

生方の授業の様子を観察してきたが、自分が同

じ授業をしても同じようなわかりやすさを実現

できないだろうと痛感させられる毎日だった。 

その差はきっと経験の差もあるが、少しでもそ

の授業力を吸収できるように、今後も今回得た

学びや視点を活かして記録や実践をしていくよ

うにしていきたい。 

 また、今回の実習のサブテーマとして「身近

な話題を教材にして実践する」というものがあ

った。必要知識が多い高校数学の授業の中で、

少しでも身近な話題を取り入れて授業ができる

ようになりたいという思いから実践をしてきた

のだが、生徒の授業感想アンケートの中に、「身

近な話題が関わると記憶に残りやすいからもっ

と受けてみたい」という感想があった。実際、

全ての授業を現実問題に絡めながら高校数学の

知識を指導していくことは難しいのが現状であ

るが、少しでも生徒の好奇心が刺激できるよう

に、自分の授業に工夫を取り入れていけるよう

にしたい。 

７７  謝謝辞辞  

今回の報告書の執筆にあたり、本当にたくさ

んの方々のご助力をいただきました。数えきれ

ないほどの授業観察を受け入れてくださり、実

践においてもそれ以外でも教員としての細かな

アドバイスをたくさんご教授くださった実習校

の指導教員の先生、テーマが決まらず迷ってい

た際に相談に乗ってくださり、勇気づけてくだ

さった校長先生、お忙しい中現場の仕事を経験

させてくださった数学科の先生方、実習校の教

職員の皆様、授業実践についてきてくれた生徒

の皆様、共に意見交換を重ねた実習生の皆様、

そしてゼミと実習の両立を支えてくださった、

大学院指導教員の岸先生、また関わりました全

ての方々にこの場を借りて感謝申し上げます。 
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 文部科学省（２０１８） 

「高等学校学習指導要領解説 数学編 理数編」

（P８、P９、P２６） 

 佐藤学他（２０１８） 

「数学教育における教材研究と授業改善の研究

Ⅳ」（秋田大学教育文化学部研究紀要、P２８） 

黒田大樹（２０２０） 

「発展的思考・態度を促す授業モデルの開発」 

（日本数学教育学会誌第１０２巻、P２０） 
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